
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
記録再生装置の外装ケースの蓋体の開閉動作に連動して回動自在に支持されカートリッジ
が挿入保持されるカートリッジホルダーと、
前記カートリッジホルダーに摺動自在に取り付けられるとともに挿入されたカートリッジ
に係合するカートリッジ係合片を有するイジェクトスライダと、
前記イジェクトスライダに一体に形成され弾性変形が可能なロック片およびロック片解除
用係合片を有するロック手段と、
前記イジェクトスライダをカートリッジのイジェクト方向に付勢するイジェクト付勢手段
と、
前記カートリッジホルダーに設けられ前記ロック手段のロック片をロックする係止部材と
、
前記カートリッジホルダーを回動自在に支持する記録再生装置の本体側に設けられ前記ロ
ック手段のロック解除用係合片と係合してロック片の係止部に対するロックを解除するロ
ック解除部材を備え、
前記ロック手段は、蓋体が開状態でカートリッジをカートリッジホルダーに奥部まで挿入
した際にロック片が係止部材にロックされるとともに、前記蓋体の閉状態から開く際にロ
ック解除用係合片がロック解除部材に係合してロック状態が解除され、カートリッジをカ
ートリッジホルダーからイジェクトする
カートリッジイジェクト装置。
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【請求項２】
イジェクトスライダとロック手段を１枚の板金により構成し、カートリッジ係合片をカー
トリッジホルダーのカートリッジ挿入域に突出形成し、カートリッジの挿入押圧によりイ
ジェクトスライダを摺動するとともに、ロック手段をロックするように構成した
請求項１記載のカートリッジイジェクト装置。
【請求項３】
ロック手段のロック解除用係合片は、蓋体の開状態から閉状態に回動するカートリッジホ
ルダーの回動の際、ロック解除部材と係合するも、当該ロック解除用係合片とロック解除
部材のうちの少なくとも一方が弾性変形することによりロック片のロック状態を解除する
ことなく蓋が閉状態となるように構成した
請求項１または請求項２記載のカートリッジイジェクト装置。
【請求項４】
ロック解除部材は、カートリッジホルダーを回動自在に保持するシャーシを折り曲げて一
体に形成した
請求項１または請求項２記載のカートリッジイジェクト装置。
【請求項５】
ロック解除部材は、カートリッジホルダーを回動自在に保持するシャーシに保持した弾性
部材で形成し、ロック解除用係合片の蓋の閉方向への移動時には変形し、蓋の開方向への
移動時にはロック解除用係合片と係合可能に構成した
請求項１または請求項２記載のカートリッジイジェクト装置。
【請求項６】
記録再生装置の外装ケースの上蓋（１）の開閉動作に連動して回動自在に支持されカート
リッジが挿入保持されるカートリッジホルダー（２）と、
前記カートリッジホルダー（２）に摺動自在に取り付けられるとともに挿入されたカート
リッジ（４）に係合するカートリッジ係合片（１６）を有し、かつ孔（２１）を穿設して
形成されたロック片（１９）とこのロック片（１９）の先端に形成されたロック解除用係
合片（２０）が一体に形成されたイジェクトスライダ（１５）と、
前記イジェクトスライダ（１５）をカートリッジ（４）のイジェクト方向に付勢するバネ
（２６）と、
前記カートリッジホルダー（２）に設けられ前記ロック片（１９）に係合する係止部材（
１１）と、
前記カートリッジホルダー（２）を回動自在に支持するメカシャーシ（６）の側に設けら
れカートリッジホルダー（２）が閉塞方向へ回動する際には前記のロック解除用係合片（
２０）がカートリッジホルダー（２）の側に設けられたロック解除部材（１４）の側面に
当接して弾性変形しながらロック解除部材（１４）の下面に潜り込んでロック解除用係合
片（２０）の前記の弾性変形が解除され、弾性変形が解除されたロック解除用係合片（２
０）がその後のカートリッジホルダー（２）の開放方向への回動によってロック解除部材
（１４）に係合してロック片（１９）と係止部材（１１）との前記の係合が解除されて、
イジェクトスライダ（１５）が前記バネ（２６）の付勢力でカートリッジイジェクト方向
に摺動し、カートリッジ係合片（１６）がカートリッジ（４）をカートリッジホルダー（
２）からイジェクトする
カートリッジイジェクト装置。
【請求項７】
記録再生装置の外装ケースの上蓋（１）の開閉動作に連動して回動自在に支持されカート
リッジが挿入保持されるカートリッジホルダー（２）と、
前記カートリッジホルダー（２）に摺動自在に取り付けられるとともに挿入されたカート
リッジ（４）に係合するカートリッジ係合片（１６）を有し、かつ一体に形成されたロッ
ク片（１９）を有するイジェクトスライダ（１５）と、
前記イジェクトスライダ（１５）をカートリッジのイジェクト方向に付勢するバネ（２６
）と、
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前記カートリッジホルダー（２）に設けられ前記ロック片（１９）に係合する係止部（１
１）と、
前記カートリッジホルダー（２）を回動自在に支持するメカシャーシ（６）の側に設けら
れ弾性変形が可能なロック解除手段（２７）と
を設け、カートリッジホルダー（２）が閉塞方向へ回動する際には前記ロック片（１９）
がロック解除手段（２７）に当接して弾性変形して前記ロック片（１９）が側方を通過し
、その後のカートリッジホルダー（２）の開放方向への回動によって前記ロック片（１９
）が前記ロック解除手段（２７）に係合してロック片（１９）と係止部材（１１）との前
記の係合が解除されて、イジェクトスライダ（１５）が前記バネ（２６）の付勢力でカー
トリッジイジェクト方向に摺動し、カートリッジ係合片（１６）がカートリッジ（４）を
カートリッジホルダー（２）からイジェクトする
カートリッジイジェクト装置。
【請求項８】
メカシャーシ（６）の側に設けられたロック解除手段（２７）を、
メカシャーシ（６）を折り曲げて構成されたロック解除部本体（２８）と、
弾性材料で形成され前記のロック解除部本体（２８）に取り付けられるロック解除片（２
９）と
で構成した請求項７記載のカートリッジイジェクト装置。
【請求項９】
メカシャーシ（６）を折り曲げて構成されたロック解除部本体（２８）とこのロック解除
部本体（２８）に取り付けられるロック解除片（２９）を、
ロック解除片（２９）にはロック解除部本体（２８）の後端に形成された第１の凸部（２
８ａ）に係合する第１の折曲片（２９ｂ）がロック解除片本体（２９ｃ）の後部に形成さ
れ、
ロック解除片本体（２９ｃ）の前端の上面にはカートリッジホルダー（２）に近付くよう
に内側に折り曲げられた第２の折曲片（２９ｄ）が形成され、
第２の折曲片（２９ｄ）の途中には後端に向かって延びる支持片（２９ｅ）が形成され、
ロック解除片本体（２９ｃ）にはメカシャーシ（６）のロック解除部本体（２８）の外側
面に形成された第２の凸部（２８ｂ）に係合する切欠部（２９ｆ）が形成され、
このロック解除片（２９）の前記の切欠部（２９ｆ）を形成することによってロック解除
片本体（２９ｃ）に形成された腕部（２９ｇ）は、ロック解除部本体（２８）の側に僅か
に折り曲げて形成した
請求項７記載のカートリッジイジェクト装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は携帯用ディスク装置などに使用されるカートリッジイジェクト装置に関するもの
である。
【０００２】
【従来の技術】
光ディスク媒体を光ピックアップで読み取って再生する携帯用ディスク装置としては、カ
ートリッジに６４ｍｍの光ディスク媒体を内蔵したミニディスク（大きさは７２ｍｍ×６
８ｍｍ×５ｍｍ）に記録された音楽を手軽にアウトドアに持ち出して聴けるように、軽量
小型化された携帯用ＭＤプレーヤーが一般に普及している。
【０００３】
携帯用ＭＤプレーヤーでは、外装ケースの上蓋を開くとカートリッジホルダーのカートリ
ッジ挿入口が現れ、カートリッジホルダーにカートリッジを挿入すると、この挿入の操作
に連動してカートリッジのシャッタが開放される。
【０００４】
このようにカートリッジをカートリッジホルダーにセットして前記の上蓋を閉じると、カ
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ートリッジに収容されている光ディスクが、ドライブ装置に結合され、シャッタが開放さ
れたカートリッジの開口から光ヘッドが光ディスクにアクセスできる状態になる。
【０００５】
カートリッジの交換の際には、上蓋を開くことによって、それまでカートリッジホルダー
にセットされていたカートリッジがイジェクト可能な状態に飛び出すように、従来ではカ
ートリッジイジェクト装置が設けられている。
【０００６】
この従来のカートリッジイジェクト装置の一例としては、特開平７－８５５６０号公報に
開示されたものがある。これは図２９に示すように、シャーシ４１の軸支部４６に一端が
回動自在に枢支されるカートリッジホルダー４７に、シャッター開閉部材４８と、イジェ
クトレバー５８と、ロック部材６７などを組み付け、シャーシ４１にはラチェット部材７
２を組み付けて構成されている。６９はロック部材６７を付勢するコイルバネ、７４はラ
チェット部材７２を付勢するコイルバネである。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、図２９に示す従来の構成では、ロック部材６７とラチェット部材７２が必
要であって部品点数が多く、さらに、ロック部材６７とラチェット部材７２を組み付けた
状態の両者間の組み上げ精度が、イジェクト動作に影響し、確実な動作を得るためには高
精度の部品加工と組み立てが要求されるものである。
【０００８】
本発明は、部品点数の削減と組み立て工数の低減を達成できるカートリッジイジェクト装
置を提供することを目的とする。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
本発明のカートリッジイジェクト装置は、カートリッジホルダーに摺動自在に取り付けら
れるイジェクトスライダに、弾性変形が可能なロック片およびロック解除用係合片を一体
に形成したことを特徴とする。
【００１０】
また、本発明のカートリッジイジェクト装置は、カートリッジホルダーに摺動自在に取り
付けられカートリッジホルダーの係止部材に係合するロック片を有するイジェクトスライ
ダと、記録再生装置の外装ケースの側に設けられて前記ロック片のロック解除に寄与する
ロック解除手段を設け、カートリッジホルダーを閉じるときには互いの当接によって前記
ロック片とロック解除手段の少なくとも一方を弾性変形ができるように構成して、カート
リッジホルダーを開けるときには、ロック解除手段がカートリッジホルダーの係止部材と
ロック片との係合を解除するように構成したことを特徴とする。
【００１１】
この本発明によると、部品点数の削減と組み立て工数の低減を達成できるカートリッジイ
ジェクト装置を実現できる。
【００１２】
【発明の実施の形態】
請求項１記載のカートリッジイジェクト装置は、記録再生装置の外装ケースの蓋体の開閉
動作に連動して回動自在に支持されカートリッジが挿入保持されるカートリッジホルダー
と、前記カートリッジホルダーに摺動自在に取り付けられるとともに挿入されたカートリ
ッジに係合するカートリッジ係合片を有するイジェクトスライダと、前記イジェクトスラ
イダに一体に形成され弾性変形が可能なロック片およびロック片解除用係合片を有するロ
ック手段と、前記イジェクトスライダをカートリッジのイジェクト方向に付勢するイジェ
クト付勢手段と、前記カートリッジホルダーに設けられ前記ロック手段のロック片をロッ
クする係止部材と、前記カートリッジホルダーを回動自在に支持する記録再生装置の本体
側に設けられ前記ロック手段のロック解除用係合片と係合してロック片の係止部に対する
ロックを解除するロック解除部材を備え、前記ロック手段は、蓋体が開状態でカートリッ
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ジをカートリッジホルダーに奥部まで挿入した際にロック片が係止部材にロックされると
ともに、前記蓋体の閉状態から開く際にロック解除用係合片がロック解除部材に係合して
ロック状態が解除され、カートリッジをカートリッジホルダーからイジェクトすることを
特徴とする。
【００１３】
請求項２記載のカートリッジイジェクト装置は、請求項１において、イジェクトスライダ
とロック手段を１枚の板金により構成し、カートリッジ係合片をカートリッジホルダーの
カートリッジ挿入域に突出形成し、カートリッジの挿入押圧によりイジェクトスライダを
摺動するとともに、ロック手段をロックするように構成したことを特徴とする。
【００１４】
請求項３記載のカートリッジイジェクト装置は、請求項１または請求項２において、ロッ
ク手段のロック解除用係合片は、蓋体の開状態から閉状態に回動するカートリッジホルダ
ーの回動の際、ロック解除部材と係合するも、当該ロック解除用係合片とロック解除部材
のうちの少なくとも一方の弾性変形によりロック片のロック状態を解除することなく蓋が
閉状態となるように構成したことを特徴とする。
【００１５】
請求項４記載のカートリッジイジェクト装置は、請求項１または請求項２において、ロッ
ク解除部材は、カートリッジホルダーを回動自在に保持するシャーシを折り曲げて一体に
形成したことを特徴とする。
【００１６】
請求項５記載のカートリッジイジェクト装置は、請求項１または請求項２において、ロッ
ク解除部材は、カートリッジホルダーを回動自在に保持するシャーシに保持した弾性部材
で形成し、ロック解除用係合片の蓋の閉方向への移動時には変形し、蓋の開方向への移動
時にはロック解除用係合片と係合可能に構成したことを特徴とする。
【００１７】
以下、本発明のカートリッジイジェクト装置を各実施の形態に基づいて説明する。
（実施の形態１）
図１～図１５は本発明のカートリッジイジェクト装置を備えた携帯用ディスク装置を示す
。
【００１８】
図１に示すように、携帯用ＭＤプレーヤーの外装ケースの上蓋１を開くとカートリッジホ
ルダー２のカートリッジ挿入口３が現れ、カートリッジホルダー２にカートリッジ４を挿
入すると、この挿入の操作に連動してカートリッジ４のシャッタ５が開放される。６はメ
カシャーシである。
【００１９】
カートリッジホルダー２は、図２に示すように後端の両側に形成された折曲部７に穿設さ
れた孔８に、メカシャーシ６の後端に形成された軸支片９を挿入して回動自在に支持され
ている。カートリッジホルダー２には、前記の折曲部７の他にも支持板部１０と係止部材
１１とシャッター開放部材１２ａとシャッター閉塞部材１２ｂと一対の切り起こし片１３
ａ，１３ｂなどが一体に板金加工で形成されている。メカシャーシ６にはロック解除部材
１４が一体に板金加工で形成されている。
【００２０】
カートリッジホルダー２に組み付けられるイジェクトスライダ１５は、図３と図４に示す
ようにカートリッジホルダー２に挿入されたカートリッジ４に当接する係合片１６と、カ
ートリッジホルダー２の前記の支持板部１０に沿うベース部１７と、ロック手段１８とが
板金加工で一体に形成されている。
【００２１】
このロック手段１８は、ロック片１９とこのロック片１９の先端に形成されたロック解除
用係合片２０とが、孔２１を穿設する板金加工でイジェクトスライダ１５に一体に形成さ
れている。
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【００２２】
なお、ベース部１７にはカートリッジホルダー２の支持板部１０の切り起こし片１３ａ，
１３ｂが係合するガイド長孔２２ａ，２２ｂが形成されている。ロック片１９には、図４
に示すように長手方向（矢印Ａ方向）の剛性を満足させるために折曲辺２３が一体に形成
されている。ロック解除用係合片２０は中間部を外側（矢印Ｂ方向）に突出させるように
への字状に成形して、このロック解除用係合片２０の先端２０ａは内側（矢印Ｃ方向）に
向いている。
【００２３】
イジェクトスライダ１５はカートリッジホルダー２に図５に示すように、カートリッジホ
ルダー２の切り起こし片１３ａ，１３ｂをイジェクトスライダ１５のガイド長孔２２ａ，
２２ｂに係合させてスライド自在に組み付け、イジェクトスライダ１５に一体に形成され
ているバネ係止片２４とカートリッジホルダー２に一体に形成されているバネ係止片２５
の間に引っ張りコイルバネ２６が介装されている。
【００２４】
図５と図６は上蓋１を開いてカートリッジ挿入口３からカートリッジ４をイジェクトスラ
イダ１５の係合片１６に当接するまで挿入した状態を示している。この状態から引っ張り
コイルバネ２６の付勢に抗してカートリッジ４を押し込むと、この状態では、カートリッ
ジ４の溝４ａにシャッター開放部材１２ａが係合して、またシャッタ５の孔５ａにシャッ
ター閉塞部材１２ｂが係合した状態でシャッタ５が溝４ｂに沿って解放され、カートリッ
ジホルダー２に対してイジェクトスライダ１５はガイド長孔２２ａ，２２ｂに沿って摺動
し、イジェクトスライダ１５のロック片１９の係止部１９ａがカートリッジホルダー２の
係止部材１１に係合する直前位置で、図７に示すようにイジェクトスライダ１５のロック
解除用係合片２０の先端がメカシャーシ６のロック解除部材１４の側面に当接するととも
に、ロック片１９の係止部１９ａの直前に形成されている傾斜面１９ｂがカートリッジホ
ルダー２の係止部材１４の裏面に当接する。
【００２５】
なお、ロック解除用係合片２０の先端がメカシャーシ６のロック解除部材１４の側面に当
接した状態におけるロック解除用係合片２０の先端を逃がす孔２ａが、カートリッジホル
ダー２の側に設けられている。
【００２６】
カートリッジ４がさらに押し込まれることによってロック片１９がカートリッジホルダー
２の係止部材１１によって押し下げられて、ロック片１９は基端部ｄを支点に先端が下方
に弾性変形し、ロック片１９の傾斜面１９ｂがカートリッジホルダー２の係止部材１４を
通過した時に前記の弾性変形が解除されて、図８と図９に示すようにイジェクトスライダ
１５のロック片１９の係止部１９ａがカートリッジホルダー２の係止部材１１に係合して
、カートリッジホルダー２におけるイジェクトスライダ１５の摺動位置がロックされる。
このイジェクトスライダ１５がロックされた状態では、カートリッジ４を押し込む操作力
を解除してもカートリッジ４はカートリッジホルダー２から飛び出さない。また、この図
８に示す状態では、イジェクトスライダ１５のロック解除用係合片２０の先端がメカシャ
ーシ６のロック解除部材１４の側面に当接している。
【００２７】
次に、上蓋１を閉じる方向に回動させると、カートリッジホルダー２が図８の矢印Ｄ方向
に回動し、メカシャーシ６のロック解除部材１４の側面に当接していたロック解除用係合
片２０が図１０～図１２に示すようにロック解除部材１４の側面から外れて、ロック解除
用係合片２０がロック解除部材１４の下方位置に移動する。この図１０～図１２に示す状
態でカートリッジ１に収容された光ディスクの記録再生が実施される。
【００２８】
カートリッジ４の交換の際には、上蓋１を開くことによって、カートリッジホルダー２が
図１３に示すように矢印Ｅ方向に回動する。この回動の際には、図１４に示すようにイジ
ェクトスライダ１５のロック解除用係合片２０の中間部がメカシャーシ６のロック解除部
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材１４によって押し下げられて、イジェクトスライダ１５のロック片１９の係止部１９ａ
とカートリッジホルダー２の係止部材１１との係合が解除されて、イジェクトスライダ１
５が引っ張りコイルバネ２６の付勢力でカートリッジホルダー２に対して矢印Ｆ方向に摺
動する。この際に、イジェクトスライダ１５の係合片１６によってカートリッジ４が図１
５に示すようにカートリッジホルダー２から押し出されてイジェクトが実行される。
【００２９】
このように、イジェクトスライダ１５のロック片１９に一体にロック解除用係合片２０を
設け、カートリッジホルダー２に一体に形成された係止部材１１に係合してロックされた
イジェクトスライダ１５の前記ロックを解除する際には、上蓋１の開放操作に連動してカ
ートリッジホルダー２が回動するが、イジェクトスライダ１５のロック解除用係合片２０
の回動がメカシャーシ６に一体に設けたロック解除部材１４によって規制されて、前記の
ロック片１９と係止部材１１とが係合したロック状態が解除されてイジェクトが実行され
るので、図２９に示した従来例のロック部材６７やラチェット部材７２などを必要とせず
、その組み付け工程を必要としない。
【００３０】
（実施の形態２）
図１６～図２９は本発明の（実施の形態２）のカートリッジイジェクト装置を備えた携帯
用ディスク装置を示す。なお、（実施の形態１）と同様の作用をなすものには同一の符号
を付けて説明する。
【００３１】
（実施の形態１）ではロック手段１８がロック片１９とロック解除用係合片２０とで構成
され、外装ケースの上蓋１を開く際には、メカシャーシ６の側のロック解除部材１４にイ
ジェクトスライダ１５の側のロック解除用係合片２０が係合して、上蓋１を開く動作に連
動してカートリッジホルダー２が開状態に回動することによってロック片１９がカートリ
ッジホルダー２の側の係止部材１１から外れてカートリッジ４のイジェクトが実行された
が、この（実施の形態２）では、（実施の形態１）におけるロック解除用係合片２０に相
当する構成要件がイジェクトスライダ１５の側には設けられておらず、その代わりにメカ
シャーシ６の側のロック解除部材１４が弾性変形できるように構成されている。
【００３２】
図１６に示すカートリッジホルダー２は（実施の形態１）と同様で、イジェクトスライダ
１５の要部の形状が図１７と図１８に示すように構成されている。
イジェクトスライダ１５には、カートリッジホルダー２に挿入されたカートリッジ４に当
接する係合片１６と、カートリッジホルダー２の支持板部１０に沿うベース部１７と、孔
２１を穿設して形成されたロック片１９とが板金加工で一体に形成されている。
【００３３】
なお、ベース部１７にはカートリッジホルダー２の切り起こし片１３ａ，１３ｂが係合す
るガイド長孔２２ａ，２２ｂが形成されている。ロック片１９には、図１８に示すように
長手方向（矢印Ａ方向）の剛性を満足させるために折曲辺２３が一体に形成されている。
【００３４】
イジェクトスライダ１５はカートリッジホルダー２に図１９に示すように、カートリッジ
ホルダー２の切り起こし片１３ａ，１３ｂをイジェクトスライダ１５のガイド長孔２２ａ
，２２ｂに係合させてスライド自在に組み付け、イジェクトスライダ１５に一体に形成さ
れているバネ係止片２４とカートリッジホルダー２に一体に形成されているバネ係止片２
５の間に引っ張りコイルバネ２６が介装されている。
【００３５】
図１６に示すメカシャーシ６の側に設けられた係止部材２７は、メカシャーシ６に形成さ
れたロック解除部本体２８と、このロック解除部本体２８に取り付けられるロック解除片
２９とで構成されている。この詳細は図２４に示すように形成されている。
【００３６】
図２４の（ａ）（ｃ）に示すように、バネ材を板金加工で形成されたロック解除片２９に
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は、メカシャーシ６のロック解除部本体２８の後端に形成された第１の凸部２８ａに係合
する孔２９ａが穿設された第１の折曲片２９ｂがロック解除片本体２９ｃの後部に形成さ
れ、ロック解除片本体２９ｃの前端の上面にはカートリッジホルダー２に近付くように内
側に折り曲げられた第２の折曲片２９ｄが形成されている。第２の折曲片２９ｄの途中に
は、後端に向かって延びる支持片２９ｅが形成され、さらに、ロック解除片本体２９ｃに
は、メカシャーシ６のロック解除部本体２８の外側面に形成された第２の凸部２８ｂに係
合する切欠部２９ｆが形成されている。
【００３７】
さらに、このロック解除片２９の前記の切欠部２９ｆを形成することによってロック解除
片本体２９ｃに形成された腕部２９ｇは、矢印Ｇ方向に内側に僅かに折り曲げて形成され
ている。
【００３８】
このように構成されたロック解除片２９のメカシャーシ６のロック解除部本体２８への取
り付けは、図２４の（ｂ）から（ｃ）に示すようにワンタッチ操作で簡単に取り付けられ
る。
【００３９】
具体的には、図２４の（ｂ）に示すように、ロック解除片２９の第１の折曲片２９ｂをメ
カシャーシ６のロック解除部本体２８の第１の凸部２８ａに僅かだけ係合させるとともに
、ロック解除片２９の支持片２９ｅとロック解除片本体２９ｃの内側とでメカシャーシ６
のロック解除部本体２８の上部凸部２８ｃを挟持し、メカシャーシ６のロック解除部本体
２８の上にロック解除片２９が前上がりになった状態で載置される。この状態でロック解
除片２９の前端部を矢印Ｈで示すように下方に押圧すると、ロック解除片２９は第１の折
曲片２９ｂの孔２９ａとメカシャーシ６のロック解除部本体２８の第１の凸部２８ａとの
係合箇所（ポイントＰ１）を中心に回動して図２４（ｃ）に示すようにロック解除片２９
の腕部２９ｇがメカシャーシ６のロック解除部本体２８の第２の凸部２８ｂを乗り越えて
、ロック解除片２９の切欠部２９ｆに第２の凸部２８ｄが入り込んだ目的位置にセットさ
れる。
【００４０】
この図２４（ｃ）に示すセット状態では、メカシャーシ６のロック解除部本体２８におけ
るロック解除片２９の前後方向（矢印Ｊ方向）の位置は、メカシャーシ６のロック解除部
本体２８の後端面とロック解除片２９の第１の折曲片２９ｂとの当接（ポイントＰ２）と
、メカシャーシ６のロック解除部本体２８の上部凸部２８ｃの前端とロック解除片２９の
第２の折曲片２９ｄとの当接（ポイントＰ３）とで規制されて位置決めされている。
【００４１】
また、上下方向の位置は、ロック解除片２９の腕部２９ｇがメカシャーシ６の第２の凸部
２８ｂに係合することによって位置決めされている。
また、左右方向の位置は、ロック解除片２９の第２のロック解除片２９の支持片２９ｅの
係止片本体側の端面２９ｈを、メカシャーシ６の上部凸部２８ｃの内周面に、ロック解除
片２９の腕部２９ｇの弾性力で押し付けて位置決めされている。
【００４２】
このようにメカシャーシ６のロック解除部本体２８にセットされたロック解除片２９の第
２の折曲片２９ｄの先端部２９ｉが、下記に示すようにカートリッジのイジェクト動作に
重要な役割を果たす。
【００４３】
図１９は上蓋１を開いてカートリッジ挿入口３からカートリッジ４を挿入している状態を
示している。このときのイジェクトスライダ１５のロック片１９とメカシャーシ６の側の
ロック解除片２９との位置関係を図２０に示す。
【００４４】
カートリッジ４をイジェクトスライダ１５の係合片１６に当接するまで挿入していくと、
イジェクトスライダ１５が引っ張りコイルバネ２６の付勢に抗してカートリッジホルダー
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２に対してイジェクトスライダ１５がガイド長孔２２ａ，２２ｂに沿って摺動し、図２１
に示すようにイジェクトスライダ１５のロック片１９の係止部１９ａがカートリッジホル
ダー２の係止部材１１に係合する直前位置で、ロック片１９の係止部１９ａの直前に形成
されている傾斜面１９ｂがカートリッジホルダー２の係止部材１１の裏面に当接する。
【００４５】
カートリッジ４がさらに押し込まれることによってロック片１９がカートリッジホルダー
２の係止部材１１によって押し下げられて、ロック片１９は基端部ｄを支点に先端が下方
に弾性変形し、ロック片１９の傾斜面１９ｂがカートリッジホルダー２の係止部材１１を
通過した時に前記の弾性変形が解除されて、図２２と図２３に示すようにイジェクトスラ
イダ１５のロック片１９の係止部１９ａがカートリッジホルダー２の係止部材１１に係合
して、カートリッジホルダー２におけるイジェクトスライダ１５の摺動位置がロックされ
る。このイジェクトスライダ１５がロックされた状態では、カートリッジ４を押し込む操
作力を解除してもカートリッジ４はカートリッジホルダー２から飛び出さない。
【００４６】
この状態におけるイジェクトスライダ１５のロック片１９とメカシャーシ６の側のロック
解除片２９との位置関係を図２５に示す。図２６の（ａ）は図２５のＸ－Ｘ′矢視図を示
す。この図からも分かるように、イジェクトスライダ１５の折曲辺２３の奥端２３ａはロ
ック解除片２９の第２の折曲片２９ｄの先端部２９ｉよりも上方に位置している。
【００４７】
次に、上蓋１を閉じる方向に回動させると、カートリッジホルダー２が図２２の矢印Ｄ方
向に回動し、その途中でイジェクトスライダ１５の折曲辺２３の奥端２３ａとロック解除
片２９の第２の折曲片２９ｄの先端部２９ｉとが当接して、図２６の（ｂ）に示すように
ロック解除片２９の第２の折曲片２９ｄの先端部２９ｉが下方に弾性変形し、イジェクト
スライダ１５の折曲辺２３が図２６の（ｃ）および図２７に示すようにロック解除片２９
の第２の折曲片２９ｄの側方を下側に向かって通過する。
【００４８】
カートリッジ４の交換の際には、上蓋１を開くことによって、カートリッジホルダー２が
図２８に示すように矢印Ｅ方向に回動する。この回動の際には、イジェクトスライダ１５
の折曲辺２３がメカシャーシ６の側の第２の折曲片２９ｄの先端部２９ｉの下方に当接し
て押し下げられて、イジェクトスライダ１５のロック片１９の係止部１９ａとカートリッ
ジホルダー２の係止部材１１との係合が解除されて、イジェクトスライダ１５が引っ張り
コイルバネ２６の付勢力でカートリッジホルダー２に対して矢印Ｆ方向に摺動する。この
際に、イジェクトスライダ１５の係合片１６によってカートリッジ４が図２８に示すよう
にカートリッジホルダー２から押し出される。
【００４９】
上記の（実施の形態２）では、第２の折曲片２９ｄとロック片１９のうちの第２の折曲片
２９ｄを弾性変形するように構成したが、ロック片１９の方を弾性変形するように構成し
たり、第２の折曲片２９ｄとロック片１９の両方をを弾性変形するようにして構成するこ
ともできる。
【００５０】
【発明の効果】
以上のように本発明によると、カートリッジホルダーに摺動自在に取り付けられるイジェ
クトスライダに、弾性変形が可能なロック片およびロック解除用係合片を一体に形成した
ため、部品点数の削減と組み立て工数の低減を達成してカートリッジのイジェクトを実現
できる。
【００５１】
また、本発明によると、カートリッジホルダーに摺動自在に取り付けられカートリッジホ
ルダーの係止部材に係合するロック片を有するイジェクトスライダと、記録再生装置の外
装ケースの側に設けられて前記ロック片のロック解除に寄与するロック解除手段を設け、
カートリッジホルダーを閉じるときには互いの当接によって前記ロック片とロック解除手
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段の少なくとも一方を弾性変形ができるように構成して、カートリッジホルダーを開ける
ときには、ロック解除手段がカートリッジホルダーの係止部材とロック片との係合を解除
するように構成したため、部品点数の削減と組み立て工数の低減を達成してカートリッジ
のイジェクトを実現できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明のカートリッジイジェクト装置を備えた携帯用ディスク装置の外観斜視図
【図２】同（実施の形態１）のカートリッジイジェクト装置の分解斜視図
【図３】同実施の形態のイジェクトスライダの正面図
【図４】図３の一部切欠き平面図
【図５】同実施の形態の上蓋を開いた状態のカートリッジイジェクト装置の正面図
【図６】図５の要部の拡大図
【図７】図５の状態でカートリッジを終端の近くまで押し込んだ状態の要部の平面図
【図８】図５の状態でカートリッジを終端まで押し込んだ状態の正面図
【図９】図８の要部の拡大図
【図１０】同実施の形態の上蓋を閉じた状態のカートリッジイジェクト装置の正面図
【図１１】図１０の要部の拡大図
【図１２】図１０の状態の要部の平面図
【図１３】上蓋を閉じた状態から開いた状態のイジェクト直前の正面図
【図１４】図１３の要部の拡大図
【図１５】上蓋を閉じた状態から開いた状態のイジェクト時の正面図
【図１６】（実施の形態２）のカートリッジイジェクト装置の分解斜視図
【図１７】同実施の形態のイジェクトスライダの正面図
【図１８】図１７の一部切欠き平面図
【図１９】同実施の形態の上蓋を開いた状態のカートリッジイジェクト装置の正面図
【図２０】図１９の要部の拡大図
【図２１】図１９でカートリッジを終端の近くまで押し込んだ状態の要部の拡大図
【図２２】図１９でカートリッジを終端まで押し込んだ状態の正面図
【図２３】図２２の要部の拡大図
【図２４】同（実施の形態２）の係止部本体と係止片の拡大の分解斜視と組み立て工程図
【図２５】同（実施の形態２）の上蓋を閉じる前の状態の要部の平面図
【図２６】同（実施の形態２）の各状態の背面図
【図２７】同（実施の形態２）の上蓋を閉じた状態の要部の平面図
【図２８】上蓋を閉じた状態から開いた状態のイジェクト時の正面図
【図２９】従来のカートリッジイジェクト装置の分解斜視図
【符号の説明】
１　　外装ケースの上蓋
２　　カートリッジホルダー
３　　カートリッジ挿入口
４　　カートリッジ
５　　シャッタ
６　　メカシャーシ
７　　カートリッジホルダーの折曲部
８　　孔
９　　軸支片
１０　　支持板部
１１　　係止部材
１２　　シャッター開放部材
１３ａ，１３ｂ　　切り起こし片
１４　　ロック解除部材
１５　　イジェクトスライダ
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１６　　係合片
１７　　ベース部
１８　　ロック手段
１９　　ロック片
１９ａ　ロック片の係止部
１９ｂ　ロック片の傾斜面
２０　　ロック解除用係合片
２１　　孔
２２ａ，２２ｂ　　ガイド長孔
２３　　折曲辺
２４　　バネ係止片
２５　　バネ係止片
２６　　引っ張りコイルバネ
２７　　メカシャーシの側に設けられた係止部材
２８　　係止部本体
２８ａ　第１の凸部
２８ｂ　第２の凸部
２８ｃ　上部凸部
２９　　ロック解除片
２９ａ　孔
２９ｂ　第１の折曲片
２９ｃ　ロック解除片本体
２９ｄ　第２の折曲片
２９ｅ　支持片
２９ｆ　切欠部
２９ｇ　腕部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】
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【 図 ２ ０ 】 【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】

【 図 ２ ４ 】
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【 図 ２ ５ 】 【 図 ２ ６ 】

【 図 ２ ７ 】 【 図 ２ ８ 】
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【 図 ２ ９ 】
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